
多肢選択式

必須問題（16題） 選択問題（42題中24題選択）

基礎数学⑫、 情報数学・情報工学⑩、

民法・商法②、会計学② 物理⑧、化学⑥、統計学⑥、

経済学⑥、英語⑥

専門試験は、理工・デジタル系の方が大学等で学ぶ基礎的な内容を中心に出題

します。

必須問題（１題）

科学技術に関連する領域

記述式

選択問題は、４２題の中から２４題を任意に選ぶことができます。

解答時間は、２時間２０分です。

なお、民法・商法、会計学の４題は、基礎的な内容とする予定です。

専門試験（記述式）は、科学技術に関連する一般的な課題（情報・理学・工学等の分野

に関連する時事問題や社会事情など）について論述する小論文形式の問題です。

解答時間は、１時間２０分です。

なお、専門試験（記述式）は第１次試験で実施しますが、第１次試験合格者を対象に評

定した上で、最終合格者決定に当たり、他の試験種目の成績と総合します。

国税専門B区分（理工・デジタル系）の専門試験について

人事院ホームページ（国家公務員試験採用情報NAVI）では、例題を掲載して
います。 https://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/mondairei/mondairei_top.html


